
	 	 	 	  
	 	  

 
１．趣旨ﾏﾆ 
	 	 	 	 	 	  
 
 
 

グループホーム・ケアホームの入居者数は 7 万 9 千人を超え、今後ますます、入所施設や病院から地域移行す

る人たちの居住先として増えていくと思われます。新たな総合支援法では、より柔軟にケアがおこなわれるよう

に、ケアホームをグループホームに統合することとされています。	 

一般社団法人日本グループホーム学会調査研究会（障害のある人と支援者でつくる日本グループホーム学会の

調査研究部門）では、厚生労働省平成 24 年度障害者総合福祉推進事業指定課題 14「グループホーム及びケアホ

ームにおける支援に関する実態調査について」の調査研究指定を受け、全国のグループホーム・ケアホームの実

態調査に取り組んでいます。今回の調査研究では、グループホーム・ケアホームの支援の実態を把握することに

よって課題を整理し、新たな施策化に向けた提言をおこなっていきたいと思っております。	 

調査報告会では、これまでの調査結果を関係の皆様に報告し、グループホーム・ケアホームが抱えている課題

について考え、意見交換をする機会としたいと思います。皆様のご参加をお待ちしております。	 

なお、今回はグループ討論を中心とした会議とするため、裏面の申込用紙に希望するグループを記載の上、申

し込んでください。定員を超えた場合にはお断りすることがありますのでご了承ください。	 

 

■□  日   時  １月２６日(土曜)	 １３；３０～１６；４５	 

■□	 プログラム	 □■	 

１３：００  ～  受 付 

１３：３０  ～ １４；００  グループホーム・ケアホーム一本化で何が変わる？(調整中) 

１４：００  ～ １４：３０  量的実態調査報告（グループホーム学会 久保洋） 

 １４：３０  ～ １５：００  事例調査報告(グループホーム学会 在原理恵) 

１５；１０  ～ １６；１０  グループ討議 

１６；１０  ～ １６；４５  まとめ 

■□  会場・場所  □■  

      航空会館 （ 〒105-0004 東京都港区新橋 1-18-1 TEL03-3501-1272 FAX03-3591-7789 ） 

          JR 新橋駅日比谷口(蒸気機関車が設置されている｢SL 広場側｣です) 

            東京メトロ銀座線／都営浅草線 地下鉄新橋駅 ⑦出口 

            都営三田線 地下鉄内幸町駅 A２出口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本グループホーム学会 調査報告会	 

グループホームにおける支援に関する    

実態調査報告 

20１３年１月２６日（土） 

【主  催】    障害のある人と援助者でつくる日本グループホーム学会 

【参加対象】   グループホーム関係者 （ 定員；９０名 ） 

【参加費】     無料 （本企画は、平成２４年度厚生労働省障害者総合福祉推進事業により行っています） 

【参加申込について】 

（１）上記の報告会はグループ討議を中心とした会議です。参加申し込みにあたっては、希望するグループを裏面

の用紙に記入いただいたうえ、下記連絡先まで、メールか、Ｆａｘにてお申込下さい。 

（２）申込締切日 平成２４年１月２３日（水） ただし定員を超えた場合にはその時点で締め切ります。 
	 	 	 	 	  

連絡先 Ｆａｘ ０4５-228-7728   E-Mail ; info@gh-gakkai.com 

    日本グループホーム学会事務局（〒231-0806 横浜市中区本牧町 1-120） 



 

 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下の必要事項をチェックしてください 

□	 調査報告会に参加します。 

□ 学会の入会を希望します（別途、入会案内をお送りします） 

申
し
込
み
フ
ᶄ
ᶌ
ム 

氏名（ふりがな）            住所（県・市町村名） 

 

所属 

連絡先（電話番号・E-Mail） 

以下の課題別グループ討議をおこないます。以下の討議内容から希望するもの（第一希望、第二希望）

をお選びいただき記載してください。 

＊第一希望（     ）  第二希望（     ） 

 

（１）ヘルパーを利用しながらグループホーム等で暮らす方への支援について 

（２）日中グループホーム等に居る入居者への支援について 

（３）夜間支援のあり方について 

（４）医療の必要な方への支援について 

（５）入居者の高齢化への対応について 

（６）共有スペース（居間）の活用実態と必要性について 

上の欄にご記入の上、FAX ０４５‐２２８‐７７２８  または  E-Mail  info＠gh-gakkai .com  までお

送り下さい。 

メールの場合、書式は任意ですので、必要事項を記載してお送りください。 

障害があってもなくても、自分らしく生きたい
と誰もが願っています。誰かに支えられて、誰
もが生きています。 
誰が援助する人で、誰が援助される人なのでし
ょうか。 
また、自立するってどんなことなのでしょうか。 
障害のある人の「グループホーム」をキーワー
ドにして、みんなで考えていきたい。 
そんな思いが集まって「日本グループホーム学
会」は産声を上げました。 
障害のある人の応援団を全国に広げながら、私
達一人ひとりの「暮らし」を考え、研究する場
にしたいと思います。 
障害のある人、本人をいつも中心に見つめる目
をもちながら、実践に始まり実践に帰る研究を
ともにしませんか？ 

日本グループホーム学会と

は・・・ 活動目的 
１）質の高い援助を提供するグループホームを全国各地に確実に増

やす。 

２）グループホーム間の情報交換や支援に関する研究を進める 

３）現在あるグループホームを支援する仕組みをつくり、運営の不

安定さを改善していく。 

４）国や自治体に対して、現場からの政策提言や意見を発信する。 

５）社会に対して、障害者の地域生活を理解してもらうための情報

を発信する。 

 

活動内容 
１）「季刊グループホーム」の発刊 

２）グループホーム研究大会（年に１回）の開催 

３）議会や行政に対する政策提言、メディアを通しての社会的アピ

ール 

４）メーリングリストによる情報交換、現場スタッフ（世話人）や

運営者対象の研修や相談業務 

■入会案内 個人会員。一般会員登録 (年会費 4,000 円) 季刊雑誌 4 冊/年送付。   

研究報告書が必要な方は、情報会員（年会費 6,000 円）としても登録できます。会員限

定のメーリングリストで質問等、会員相互の情報交換をすることもできます。ぜひ入会

ください。 


